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田
治
こ
十
六
年
　
二
月
六
日
（
届
出
五
月
一
日
）
　
兵
陪
藤
田
石
郡
明
石
町
之
的
大
明
石
村
字
東
片
端
に
出

生
。
父
久
右
衝
門
五
十
四
歳
、
母
つ
ゆ
四
十
叢
、
講
姉
し
げ
（
典
蹄
）
九
詮
．
租
母
し
か
七
十
二
歳
、
の
五
人
家

族
に
で
、
父
が
明
石
町
某
生
魚
問
屋
に
飯
栃
を
勤
め
、
漸
く
一
家
を
さ
さ
ゆ
。
月
給
七
八
回
な
り
と
聞
く
。

朗
治
二
十
八
年
（
三
歳
）
　
二
月
、
弟
謎
蔵
生
る
。
（
但
し
一
一
義
の
時
、
親
戚
阪
本
鉦
践
方
に
養
子
と
な
り
、

現
在
姫
路
市
に
あ
り
）
。
こ
の
秋
、
頭
部
に
感
性
の
腫
物
部
生
し
死
に
諭
す
。
現
在
後
項
左
部
に
凹
み
し
大
禿

あ
る
は
共
時
の
遺
物
な
り
。
（
前
年
、
大
明
石
村
大
手
町
に
砂
田
）

切
詰
室
＋
－
－
毒
（
八
蔵
）
　
明
石
第
一
話
特
小
擾
按
人
垣
。
爾
後
四
年
牢
梁
ま
で
の
問
、
蹟
い
て
副
級
長
を
つ

とむ。朗
治
三
十
七
年
（
十
二
歳
）
　
四
月
、
明
石
高
等
小
嬰
接
へ
大
聖
。
六
月
、
肋
膜
及
び
腺
病
に
植
り
休
校
、
そ

の
ま
ゝ
藩
に
邁
塾
す
。
こ
の
時
、
載
姉
し
げ
と
我
見
竹
治
部
（
異
父
也
）
と
の
問
に
婚
約
成
り
、
－
寮
を
構
え
て

今
立
案
（
親
戚
に
て
筏
詞
超
え
居
た
O
L
も
の
）
を
起
す
。
助
も
今
、
姫
路
市
顧
田
町
に
佳
し
持
つ
ゆ
英
に
あ

り
。
下
駄
減
に
て
至
っ
て
貧
也
。
（
護
、
父
母
は
晩
婚
に
で
．
共
に
先
夫
先
語
間
に
子
供
多
く
あ
り
・
さ
れ
ど

行
鯖
不
助
の
雪
或
は
他
家
を
嗣
げ
ろ
巷
の
み
に
て
：
」
の
父
槙
の
老
後
を
見
る
可
さ
も
の
、
僕
及
び
今
立
家

夫
婦
の
他
に
な
し
）

同
じ
頃
、
蒙
を
同
町
之
的
東
本
町
瀕
通
り
に
移
し
、
馬
は
陸
軍
及
び
小
握
の
下
駄
な
ど
を
商
か
怨
む
。
億
は

退
嬰
後
し
ば
ら
く
兄
の
許
に
下
駄
戦
を
見
習
ひ
し
が
、
十
一
月
、
父
の
遠
態
に
営
る
大
阪
東
隠
北
演
－
丁
鱒
木

田
－
空
廓
（
有
償
匪
券
資
質
菜
）
万
に
丁
続
見
習
と
し
て
預
け
ら
れ
子
守
な
ど
さ
さ
る
。

朗
治
三
十
八
年
（
十
三
越
一
月
、
木
田
の
紹
介
に
て
同
町
株
式
伸
寛
人
阪
噂
輔
兵
衛
（
後
に
高
橋
稼
治
郎

滴
店
と
改
稿
）
方
に
丁
稚
と
な
る
。
夜
は
蟹
田
蹟
案
湖
脅
敏
枝
に
通
ひ
・
爾
後
・
凡
そ
三
ヶ
年
閉
墜
ぶ
o
店
員

乗
を
節
と
し
、
俳
句
を
埋
び
初
め
て
錦
江
と
現
す
。

朝
治
四
十
年
（
十
重
馨
「
木
田
雪
轟
よ
り
相
接
も
匂
、
同
年
多
、
高
橋
方
を
張
ひ
て
暇
耽
り
・
木
田
の
店

貝
と
な
る
。
木
田
は
諌
麿
大
い
に
諾
節
し
、
且
つ
主
人
は
刺
飯
の
身
な
り
し
か
は
、
店
も
一
向
に
信
用
な
し
9

殆
ん
ど
残
に
額
ず
ら
行
毎
に
で
店
を
蔓
ゆ
。
粛
情
か
く
の
如
く
な
れ
は
・
僕
・
早
く
も
窮
轟
・
遊
蕩
を
銭
亀

丑
年
十
六
塗
の
機
、
強
烈
警
淋
疾
及
び
海
蕾
惜
み
た
。
。
共
役
合
に
登
る
喜
・
こ
の
癖
ひ
球
至
時
は

緩
り
減
る
時
は
蓑
へ
つ
、
寛
に
癒
ゆ
る
こ
と
な
し
，

俳
句
の
鶉
い
よ
く
上
。
、
知
名
の
人
々
に
も
鍾
し
蓮
座
に
も
避
舌
。
警
詩
誓
警
・
寧
ら
罵
桐
に

語
草
－
一
年
（
吾
七
輪
）
六
月
、
木
田
土
産
じ
て
同
町
内
の
株
式
伸
貴
店
尼
崎
愛
蔵
商
店
に
窃
む
。
掃

服
し
て
久
七
と
名
乗
る
o
此
廓
に
四
十
四
年
の
秋
ま
で
働
き
し
が
・
そ
の
間
・
政
治
、
思
想
等
に
関
す
る
興
味

大
い
に
起
。
、
漬
配
合
輔
混
合
な
ど
に
難
し
始
め
た
。
。
且
つ
、
店
員
宗
底
竺
蝕
と
い
ふ
人
あ
。
：
」
の

入
居
時
行
雄
の
周
囲
の
人
々
と
交
厚
く
、
叉
・
往
年
北
海
道
に
在
っ
て
翼
要
義
着
西
川
竺
空
行
と
共
に

漬
賎
せ
し
富
ど
篤
す
。
営
時
：
」
の
人
と
の
麓
に
よ
。
て
・
藩
、
思
想
・
方
面
の
曙
化
萎
少
罵

た
り
。
但
し
：
」
の
時
は
ま
だ
澄
命
主
義
の
的
馨
に
就
い
て
は
少
し
も
知
ら
ず
o

鯛
治
国
善
宍
十
護
）
こ
の
年
の
秋
・
尊
館
宮
で
・
番
人
大
谷
力
他
四
五
名
と
共
に
尼
崎
商
店
を

退
く
。
而
し
て
大
谷
快
の
輯
掌
を
待
ち
つ
つ
同
家
に
合
名
す
o

大
谷
氏
聾
冒
壊
す
。
僕
、
暇
に
ま
か
せ
て
殆
ん
ど
諏
塗
す
。
大
谷
氏
、
維
新
の
政
璧
活
版
せ
し
人
々
の

雲
好
ん
で
論
じ
、
殊
に
勝
海
舟
を
敬
す
。
健
は
む
し
ろ
自
薦
の
蓮
助
に
興
味
患
じ
・
中
葉
民
を
蜜

す
。
健
吉
、
光
民
の
遺
託
三
年
有
害
及
び
『
堅
牢
有
害
を
求
め
撮
む
〇
線
碧
を
見
れ
ば
怪
し
む
ベ

L
淫
巻
線
秋
水
な
り
。
僕
：
－
れ
に
は
い
た
く
憶
き
た
り
。
鎮
い
て
態
ひ
し
完
民
先
室
の
一
面
・
之
ま

た
秋
水
の
舘
に
し
て
、
然
も
彼
九
が
、
善
が
勅
題
す
る
兆
民
門
下
の
高
良
な
る
郭
を
も
知
ら
に
蛮
れ
り
○
そ
れ

以
後
駈
愈
主
戦
な
る
も
の
の
的
容
を
知
り
た
き
念
、
鞍
だ
強
ま
り
し
と
艶
ゆ
。

閣
治
四
十
通
年
（
二
十
歳
）
－
月
、
諦
戸
に
某
貌
鴇
師
（
翻
ゆ
る
今
宮
輌
）
を
手
備
ひ
・
≡
月
初
め
蟻
坂
（
大

谷
氏
方
）
せ
し
が
、
そ
の
間
、
同
地
に
て
憲
政
擁
護
遊
動
の
詳
萩
中
に
巻
き
込
ま
れ
・
代
議
士
小
義
識
吉
邸
の

ぶ
つ
捜
し
を
見
て
、
大
い
に
血
を
銚
ら
す
。

五
月
、
同
人
相
語
ら
ひ
俳
句
離
誌
蒜
衣
』
を
霞
刺
し
て
俳
壇
に
気
を
吐
く
o
然
し
て
之
九
、
億
の
俳
句
に

熊
や
し
最
後
な
り
き
。

大
谷
氏
窟
諺
の
望
み
な
け
れ
ば
、
夏
頃
よ
り
熊
式
の
外
交
員
と
な
り
、
仲
買
原
典
出
没
治
郎
・
馬
場
醜
態
等

に
注
文
を
取
次
ぎ
、
批
頓
士
両
島
一
一
千
日
に
下
宿
す
。
然
る
に
、
七
月
に
入
っ
て
馬
鴇
仲
買
唐
破
産
し
、
奥
田

仲
買
店
文
鎮
い
て
要
談
停
止
を
告
ぐ
。
鎮
め
に
客
室
部
を
尖
へ
り
。
加
ふ
ろ
に
、
友
人
某
よ
り
借
受
け
し
公
領

若
干
、
及
び
父
を
欺
き
生
魚
合
紐
の
徳
利
轢
き
寛
ら
掌
作
。
し
金
若
干
と
を
相
鴇
に
て
損
失
し
、
鐙
と
な
し

終
る
。
備
悦
や
る
方
な
し
。
殊
に
営
時
、
積
年
の
病
歴
の
結
果
、
讃
岐
の
旛
捺
槌
前
線
義
務
に
握
り
で
熊
弱
と

自
忠
に
階
り
、
兎
に
自
殺
を
決
し
て
八
月
上
旬
船
に
て
土
佐
に
演
ろ
。

高
知
の
稔
に
て
上
陸
し
、
塑
臼
甫
緒
宇
佐
に
泊
す
。
死
所
と
定
め
し
同
所
背
馳
観
苦
の
謡
崖
に
立
ち
て
死
に

掲
ず
、
夜
、
宿
屋
に
て
雲
集
液
ナ
イ
ス
を
仰
ぎ
て
遊
ば
ざ
0
3
。
止
む
な
く
宿
科
の
代
に
劾
掛
等
凄
腕
ぎ
・
そ



九
よ
り
心
に
行
き
倒
れ
を
期
し
っ
つ
北
に
向
つ
て
山
路
に
分
け
入
る
。
山
畑
を
か
す
め
、
水
を
弱
み
な
ど
し

て
三
田
日
に
伊
輔
の
切
子
錆
山
に
出
づ
。
此
瞳
に
て
ブ
ト
心
菱
0
、
銅
山
礁
夫
を
志
願
せ
し
が
暮
れ
ら
れ
ず
、

再
び
、
漂
泊
を
接
く
。
そ
の
後
、
或
は
本
能
小
目
に
、
或
は
遍
路
樹
に
、
或
は
患
家
に
寂
け
ら
ね
、
時
に
は
人

の
節
線
の
積
遠
の
上
に
乞
食
と
共
に
藤
な
ど
し
て
、
三
島
、
越
苔
寺
を
鎧
で
縦
岐
角
館
に
出
ず
。
そ
の
夜
、
丸

屯
の
町
々
を
さ
ま
よ
ひ
て
人
に
怪
し
ま
れ
、
警
察
に
一
宿
を
を
ふ
て
街
路
に
投
げ
出
さ
れ
、
成
極
り
て
誰
に
建

り
出
で
入
水
せ
ん
と
や
し
が
、
此
所
に
で
も
流
人
に
妨
げ
ら
れ
て
死
に
得
ず
、
蛮
斯
け
た
り
。
ブ
ト
俳
友
宮
城

氏
畔
地
に
あ
る
を
思
ひ
出
し
、
風
袋
町
に
訪
ね
。
此
所
に
て
大
阪
の
知
人
俳
友
等
に
手
紙
を
出
し
て
賞
ひ
、
旅

費
な
ど
透
ら
れ
て
、
九
月
上
旬
無
糖
大
阪
に
岱
る
。

鯵
阪
後
、
宙
ち
に
下
箔
を
引
劾
ひ
、
暫
く
柴
田
別
製
木
原
の
注
文
振
り
に
な
り
し
が
、
十
一
月
、
誠
戸
市
菜

町
二
丁
目
秩
式
仲
買
原
稿
原
題
弼
方
に
店
員
と
し
て
住
込
む
。
さ
れ
ど
一
向
に
諸
費
に
は
身
入
ら
ず
、
古
木
な

ど
を
減
り
て
焼
香
を
碓
賦
す
。

大
密
二
年
（
二
十
－
按
）
　
蘭
資
不
強
心
に
よ
り
、
二
月
柏
原
商
店
を
筋
厩
さ
る
。
鈴
暇
あ
る
労
働
を
鶉
五
回

市
棚
生
態
際
時
襲
新
穀
支
局
に
配
達
笑
と
な
る
。
三
月
末
、
前
馳
大
谷
氏
突
然
唖
詰
所
へ
語
れ
乗
り
、
「
英
田
商

麿
の
整
理
成
り
今
後
自
分
が
癌
替
す
る
欝
に
な
り
た
れ
は
繁
り
捜
せ
よ
」
と
宮
は
る
。
卸
ち
上
阪
し
て
奥
田
商

店
に
入
り
、
追
証
簿
を
受
持
つ
。
四
月
、
兵
投
検
査
あ
り
、
蒔
田
木
合
格
。

五
月
頃
よ
り
、
又
々
軸
塵
衰
弱
の
兆
候
著
し
く
な
り
、
妄
想
、
自
棄
の
愛
な
猷
底
に
摺
り
、
兎
月
末
、
漠
然

と
京
諺
に
至
り
、
何
廓
と
も
な
く
歩
き
廻
る
。
懐
中
持
た
ね
は
、
変
波
九
で
正
睦
桶
停
留
所
に
て
紫
烏
ろ
と
こ

ろ
を
五
條
警
察
舘
に
引
き
行
か
れ
浮
浪
罪
に
陶
は
れ
し
が
、
一
一
百
日
に
大
阪
へ
透
り
漣
へ
さ
れ
挺
放
さ
る
。
奥

田
に
語
へ
り
し
が
英
鴇
よ
り
放
逐
さ
れ
、
西
田
欝
川
に
北
尾
新
聞
店
支
局
の
躍
審
夫
と
な
る
。
此
醇
に
て
、
自

分
の
生
く
べ
き
淫
は
錠
面
目
な
る
祭
儀
生
活
に
で
、
決
し
て
浮
薄
な
る
株
式
界
の
生
活
に
あ
ら
ざ
る
樽
を
確
く

語
れ
り
。
二
ケ
月
ほ
ど
経
て
、
掲
び
大
谷
氏
よ
り
手
紙
あ
り
、
晴
す
か
ら
騒
れ
と
な
り
。
時
に
候
の
心
中
鋲
に
一
掬
按

を
転
げ
、
様
式
界
に
戻
る
の
心
少
し
も
な
か
O
L
が
、
そ
の
程
よ
り
古
本
の
霞
店
を
志
し
て
黄
金
に
的
じ
勝
た

れ
ば
、
そ
れ
篭
の
謡
借
金
を
鷲
ふ
ろ
賃
め
に
、
聴
び
し
ば
ら
く
株
式
界
に
民
ら
ん
と
決
心
な
し
、
翻
し
て
奥
田

商
店
に
戻
る
。
か
く
て
尖
の
年
一
杯
三
」
に
励
め
、
そ
の
間
に
一
切
の
準
備
を
盤
へ
た
れ
ば
、
終
に
心
底
を
大

谷
氏
に
打
ち
あ
け
、
新
春
よ
り
新
語
地
に
入
る
蜜
を
得
た
り
。
こ
の
歌
、
訴
閏
の
麿
常
に
で
証
命
重
義
老
境
刺

茜
の
絹
蹄
す
る
『
へ
ち
ま
の
花
さ
と
い
ふ
雑
誌
の
頚
部
を
知
り
、
屯
も
に
申
込
み
で
膿
み
始
む
。
卸
も
、
此
庭

に
於
い
て
、
始
め
て
億
と
紅
色
主
翼
と
の
接
触
閑
か
ろ
る
に
登
り
し
也
。

－
大
正
三
年
（
二
十
二
畿
）
一
月
、
同
市
減
烏
の
某
家
二
階
を
借
り
、
古
本
の
夜
店
を
出
し
始
む
。

此
項
よ
り
愛
諒
誌
こ
ち
ま
の
花
言
は
坊
氏
の
「
小
さ
さ
旗
上
」
て
ふ
一
文
を
揚
げ
て
『
新
混
合
曇
と
改
題
し
、

大
い
に
紐
合
主
義
の
寂
を
主
張
し
始
む
。
そ
の
論
鋒
、
現
代
沌
合
の
罪
悪
を
鳴
ら
し
て
襲
、
配
合
組
織
の
製

藩
を
指
し
て
適
切
な
り
し
か
は
、
一
句
々
々
顔
む
徳
に
眼
輝
き
血
熟
す
の
思
ひ
あ
り
た
り
。
窮
民
の
言
責
文
集
」

『
紐
曾
主
攫
倫
浬
揚
言
な
ど
を
積
み
始
め
し
も
此
頃
な
り
と
境
ゆ
。
か
く
て
億
の
諒
諦
一
度
び
配
合
主
義
の
鰐
理

に
照
ら
さ
る
る
や
、
按
同
質
に
聴
遊
し
て
眼
界
頻
々
た
り
。
候
透
に
、
こ
の
運
動
に
ー
生
を
輝
ぽ
ん
と
思
ひ
立

ち
た
れ
ど
、
文
省
み
れ
ば
園
に
は
老
ひ
た
ち
両
親
の
候
の
成
功
を
待
つ
あ
り
、
且
つ
恐
ろ
し
き
苫
田
の
塗
の
よ

く
僕
の
如
き
弱
き
人
間
に
堪
え
鱒
べ
し
や
な
ど
と
思
ひ
惑
ひ
て
、
輔
ひ
を
齢
夙
に
悶
々
の
日
の
み
酸
く
に
至
o

た
り
。
や
が
て
は
そ
れ
が
例
の
鶉
監
欝
的
兆
候
を
呼
び
超
し
、
前
途
淡
々
と
な
り
白
楽
に
襲
じ
ニ
ー
一
月
宋
一

切
を
要
り
訪
っ
て
遊
蕩
に
費
ひ
果
し
、
又
々
漂
総
と
し
て
放
浪
の
旗
に
出
せ
ゝ
夕
方
有
馬
型
一
一
日
に
着
く
。
此

所
に
て
微
遭
線
路
に
飛
込
ま
ん
と
し
て
果
さ
ず
、
向
変
、
三
日
警
察
費
に
自
ら
錠
さ
ざ
る
罪
を
名
乗
っ
て
曲
で

狂
人
と
し
て
的
野
さ
る
。
四
五
日
経
て
国
元
よ
り
老
父
楽
り
遮
れ
節
る
。
箆
等
す
る
ま
で
、
父
は
倭
を
霞
狂
や

し
も
の
と
の
み
信
じ
居
た
b
L
操
子
な
り
し
。

賦
郷
後
、
縫
合
主
義
の
標
な
ど
一
切
遜
れ
は
た
し
、
た
た
く
平
々
凡
々
に
生
活
し
て
親
の
下
に
侍
し
て
生

活
さ
ん
と
決
心
な
し
、
一
心
に
所
々
働
き
口
を
求
め
し
か
、
賢
に
な
し
。
琵
過
ぎ
、
秋
に
な
っ
て
末
だ
な
し
。

し
か
も
碍
萩
は
、
親
戚
な
り
世
間
な
り
に
封
す
る
見
架
、
意
地
強
く
し
て
（
生
活
は
赤
貧
な
る
に
）
候
を
し
て
備

夫
人
夫
の
如
き
勢
鯖
を
許
さ
ず
、
外
出
に
は
初
域
を
活
ざ
れ
は
怒
る
と
い
ふ
属
地
。
こ
の
母
の
舞
銘
を
酌
ん
で

悲
し
く
、
且
つ
赤
貧
の
見
ろ
に
培
え
雛
け
丸
は
、
鉱
に
叉
決
心
を
横
し
て
、
十
月
上
限
し
、
田
畑
な
る
蟻
川
の

北
患
新
開
膳
に
重
り
配
達
夫
と
な
る
．

か
く
て
叉
も
労
働
坐
活
に
入
る
や
、
靴
令
室
製
遊
動
に
身
を
捜
ぜ
ん
と
の
懇
親
、
挿
び
雑
然
と
し
て
効
き
祢

る
。
削
漣
の
総
輯
新
配
合
』
の
他
に
種
々
沌
禽
善
戦
に
関
す
る
欝
、
暫
嬢
欝
な
ど
を
漁
り
、
人
々
と
の
戦
甑

に
熊
し
、
軽
食
飢
餓
を
睨
ふ
。
話
知
儲
な
候
の
激
越
に
謡
栂
の
眼
を
群
ほ
ろ
に
至
れ
り
。
次
い
で
雪
新
装
里
へ

の
投
強
よ
り
靭
氏
と
の
文
通
坐
じ
、
大
阪
の
闘
志
（
余
部
で
燐
に
旧
名
）
に
紹
介
さ
れ
、
合
金
に
相
席
す
。
一
方

大
杉
、
荒
畑
等
の
霞
行
せ
る
『
近
代
思
整
、
捕
演
の
『
鱗
磐
な
ど
を
も
態
顕
し
、
叉
．
大
杉
の
名
器
罵
倒
運

動
の
雷
撃
三
謡
苗
的
佃
大
童
怒
』
を
髄
ひ
、
同
誌
よ
り
『
積
年
に
訴
全
景
ネ
ラ
ル
ス
ト
ラ
イ
キ
と
鎚
済
組
織

の
未
来
』
　
「
労
働
階
級
の
戦
術
』
等
の
菰
野
雄
臓
を
鱗
賦
す
る
に
及
ん
で
、
サ
ン
ヂ
ヵ
リ
ズ
ム
の
遜
動
に
索
く

心
を
恋
は
れ
る
に
至
れ
り
。

大
滝
9
年
（
二
十
一
】
一
哉
）
　
教
氏
と
の
文
通
、
及
び
的
近
謎
工
飴
へ
の
窟
他
紙
撒
布
を
知
ら
れ
、
正
月
楽
隆
々

刑
節
に
見
舞
は
る
。
然
し
て
虻
の
刑
部
の
訪
問
に
よ
り
で
、
主
義
運
動
に
身
を
投
ず
る
の
決
心
い
よ
く
藤
岡

と
な
れ
り
。
間
も
な
く
重
任
と
衝
突
し
、
去
っ
て
附
通
の
二
階
を
借
り
て
値
夫
と
な
る
。

さ
れ
ど
、
離
合
主
義
の
壁
誠
を
徹
腫
的
に
研
究
し
、
波
動
方
法
を
知
ら
に
は
是
非
一
度
士
放
し
て
諸
発
語
に

鋲
す
る
必
嬰
お
る
を
痛
切
に
感
じ
、
三
月
宋
上
寵
に
決
す
。
然
れ
共
、
旅
費
出
蒸
れ
は
非
つ
東
部
に
至
る
。
此

虚
に
て
新
聞
穏
達
を
な
し
、
穀
何
の
金
を
得
て
更
に
名
古
庭
に
歪
o
L
は
五
月
末
な
り
し
と
斑
ゆ
。
愛
知
新
聞



重
箱
額
田
謀
治
郎
君
は
我
等
の
先
輩
な
れ
ば
、
比
の
人
を
た
よ
る
o
此
塵
に
て
配
達
主
任
と
な
っ
て
飽
く
こ
と

一
－
ぢ
月
、
そ
の
間
、
橋
田
君
厨
殿
の
多
く
の
サ
ン
ヂ
カ
リ
ズ
ム
及
び
無
政
府
圭
裳
に
闘
す
る
昏
籍
に
謹
み
耽
り

たり。八
月
、
額
田
君
か
ら
東
京
諾
尭
鞘
に
蟄
す
る
寵
介
状
を
貨
ひ
、
勇
ん
で
上
京
す
o
上
京
後
は
誼
も
に
浅
草
蔵

前
内
外
新
聞
配
達
厨
に
投
じ
、
産
経
で
、
艶
町
田
永
田
町
に
寛
文
漣
を
訪
ふ
。
九
月
・
日
本
橋
匝
滅
町
河
岸
玄

米
ミ
ル
ク
鉦
の
覗
遵
夫
に
掬
ず
。
月
末
本
紙
斑
片
町
南
天
撃
－
脂
に
同
志
経
過
政
太
郎
君
を
紡
ひ
舞
岡
遠
に
合

見
ず
。
座
に
村
木
源
次
郎
君
為
り
「
潟
町
は
繰
り
に
邁
し
、
健
全
、
比
の
附
通
の
牛
乳
合
に
な
る
が
近
く
止
す

っ
も
り
な
れ
ば
、
君
衆
り
て
働
か
ず
や
」
と
吾
ふ
。
即
ち
、
十
月
・
小
石
川
表
町
有
駿
午
観
店
に
筒
じ
・
超
え

ず
渡
逸
話
を
訪
ふ
て
諾
同
誌
と
変
り
、
議
論
し
、
多
く
の
費
籍
を
借
諒
す
〇
十
月
末
、
玄
米
ミ
ル
ク
証
に
給
金

の
残
り
を
貰
ひ
に
行
き
し
が
、
孟
人
言
を
左
右
に
し
て
渡
さ
ず
「
候
大
い
に
激
怒
し
て
縦
義
を
働
く
o
依
っ
て

久
怒
砦
に
引
致
さ
れ
一
言
後
棒
披
き
わ
し
が
、
そ
れ
よ
り
刑
部
二
人
に
尾
行
さ
れ
石
渡
牛
乳
店
に
語
る
o
石

渡
主
人
尾
行
に
播
い
て
窟
も
に
解
屈
を
申
渡
す
○
そ
の
夜
は
宮
坂
碁
の
邁
海
に
痩
せ
ら
れ
・
謹
白
涯
遇
君
を
訪

ひ
、
食
後
す
。

十
一
月
上
旬
、
同
志
間
に
何
節
か
の
剖
策
も
o
L
が
・
新
米
の
身
の
悲
し
さ
・
そ
の
仲
間
か
ら
除
外
さ
れ
し

き
大
い
に
頓
憤
し
、
さ
れ
ば
、
倭
に
は
候
の
運
動
方
法
あ
り
と
心
に
決
し
・
間
も
な
く
人
夫
募
集
人
に
連
れ
ら

れ
て
群
が
に
足
尾
銅
山
に
入
込
む
。
足
尾
の
人
夫
部
屋
は
間
き
し
に
ま
さ
る
虐
待
に
て
・
裁
物
か
ら
衣
類
ま
で

ほ
ざ
取
ら
れ
、
哀
れ
人
間
一
疋
、
四
囲
五
十
銭
に
費
渡
さ
れ
て
・
破
小
慶
の
中
に
監
禁
さ
る
ろ
身
と
は
な
り
た

り
。
坑
内
の
唐
優
に
堪
え
集
ね
で
逃
走
す
る
看
、
病
死
す
る
着
、
感
光
す
る
着
、
手
足
を
折
る
若
な
ど
顕
々
あ

り
。
只
々
臓
を
冷
す
の
み
也
。
完
売
怠
る
着
は
、
酒
と
博
打
と
ダ
ル
マ
（
軽
費
揃
）
の
他
何
も
の
も
な
し
。
盆

鰭
の
理
想
ふ
じ
め
に
打
く
だ
か
れ
て
、
今
は
己
れ
の
命
危
く
な
り
た
り
。
如
朔
な
れ
ば
、
十
二
月
十
五
日
大
電

の
夜
、
友
一
人
と
薄
ら
ひ
、
便
所
よ
り
脱
げ
出
し
逃
起
す
。
渡
良
瀬
に
滑
っ
て
、
聾
を
踏
み
、
磐
に
よ
ぢ
、
整

瑚
漸
く
前
月
と
い
ふ
僻
村
に
講
き
し
が
、
此
底
に
て
蕗
び
揃
へ
ら
九
、
年
死
年
生
に
打
た
れ
て
入
夫
部
塾
に
遡

れ
戻
さ
る
。

大
正
電
車
（
二
十
四
践
）
一
月
五
日
、
涛
院
に
適
′
六
落
籍
に
て
負
暢
）
蒔
．
隙
を
狙
っ
て
逃
げ
出
し
、
線
路

へ
駈
け
入
っ
て
霞
事
し
っ
つ
お
ろ
汽
車
に
飛
び
燕
〇
、
種
々
出
楽
節
あ
っ
て
後
、
謹
白
、
と
も
か
く
も
頭
京
す

る
を
得
た
り
。

晴
ら
に
渡
浅
瀞
を
訪
ひ
、
喜
び
迎
え
ら
る
。
同
じ
晴
天
掌
一
階
の
一
糞
に
居
り
し
久
枝
卯
之
駒
と
同
居
し
、

彼
れ
が
箪
硝
酸
行
し
っ
つ
あ
り
し
態
琵
『
努
働
背
年
』
を
手
偲
ひ
、
辱
ら
睦
の
琵
生
を
な
す
。
後
、
小
石
川
薄

日
坤
の
安
観
の
読
唇
に
入
り
、
市
役
所
の
道
路
課
屈
人
夫
と
な
る
。
飽
じ
て
、
請
聖
二
埼
町
の
中
村
の
都
塵
に

入
り
、
砲
兵
工
腋
臭
詣
厨
の
人
夫
と
な
る
。
荒
畑
薬
科
渦
燐
の
『
労
働
組
合
も
宗
野
か
に
工
廠
内
に
撒
布
し
っ

っ
ぁ
O
L
を
遠
見
さ
れ
、
即
時
嶺
首
さ
る
。
そ
れ
よ
り
．
深
川
富
川
町
、
浅
草
消
穂
等
の
大
領
緒
を
漂
泊
し
っ

っ
、
品
川
周
線
路
工
英
（
屈
）
、
芝
浦
製
作
新
、
東
標
高
暖
気
局
等
の
人
夫
を
な
し
つ
つ
あ
O
L
が
、
嬰
に
㈱
じ

て
本
寵
追
分
町
に
国
民
新
聞
の
配
達
夫
と
な
り
、
傍
ら
、
渡
邁
政
太
郎
君
と
共
に
平
民
病
院
の
陥
告
を
配
り
な

どす。営
時
、
代
穀
士
憩
竃
を
与
謝
利
蕾
氏
試
み
に
立
候
補
す
。
僕
、
周
ほ
れ
て
そ
の
運
動
員
と
な
り
・
圭
と

し
て
ビ
ラ
撒
き
と
演
談
合
堪
備
係
と
を
受
裁
ち
、
些
か
番
配
す
。
こ
れ
よ
り
功
利
茜
、
高
畠
繋
之
両
氏
に
蒋
め

ら
れ
、
費
文
紅
員
と
な
る
。

大
空
八
年
（
二
十
五
歳
）
　
賢
父
紐
、
京
橋
商
錦
町
よ
り
飽
町
有
築
町
に
節
ず
。
僕
、
玄
勤
番
を
饗
で
寅
文
の

章
節
ひ
な
ど
毎
し
っ
つ
、
主
と
し
て
排
氏
に
文
節
の
こ
と
を
教
へ
ら
ろ
。
後
に
雑
誌
二
親
配
合
』
の
詣
蹄
を
手

樽
ひ
し
が
、
排
、
山
川
、
高
畠
、
荒
畑
の
諸
潜
に
よ
り
、
そ
の
間
多
く
榎
強
さ
ろ
る
厨
あ
り
し
ぼ
勿
論
也
。

－
方
、
古
く
よ
り
渡
浅
海
の
家
に
開
き
つ
つ
あ
り
し
鏡
命
の
、
渡
逸
君
の
慈
父
の
如
き
温
情
と
悲
壮
な
る
警

固
と
に
よ
り
、
漸
く
堅
鑓
な
る
舞
を
塗
し
楽
る
。
僅
：
」
九
を
見
て
、
た
だ
賢
女
紐
に
て
文
運
の
節
に
の
み
耽

る
恥
し
ぎ
を
感
じ
、
久
枝
籍
と
計
っ
て
、
共
に
日
暮
里
の
貧
民
町
に
一
軒
を
借
り
て
大
い
に
活
躍
な
さ
ん
と
す
。

包
め
に
費
文
巌
を
漣
き
し
は
、
そ
の
年
の
十
二
月
な
り
き
。

大
正
七
宍
二
十
六
歳
）
一
月
一
日
．
大
杉
夫
妻
、
膳
下
組
戸
の
労
働
者
街
に
移
っ
て
サ
ソ
ヂ
カ
リ
ズ
ム
連

動
を
起
す
鍔
に
、
発
つ
平
易
な
る
努
倒
若
の
み
の
新
関
を
酸
行
せ
ん
と
す
。
然
し
て
、
倭
等
の
同
じ
き
企
て
を

知
っ
た
る
大
杉
は
、
共
に
来
っ
て
力
を
合
は
せ
ず
や
、
と
言
ひ
蒸
ら
。
久
枝
と
共
に
大
杉
を
訪
ひ
、
語
り
合
っ

て
語
気
相
投
じ
た
れ
は
、
重
富
、
早
速
、
日
暮
虫
の
家
を
た
た
ん
で
曲
戸
に
向
座
す
。

四
月
、
舅
働
新
盤
第
一
艶
を
出
す
。
二
艶
、
一
一
轟
、
禁
止
さ
る
。
資
金
の
邁
澄
ゆ
。
七
月
・
居
を
田
端

に
移
し
、
大
杉
実
装
を
九
州
に
選
っ
て
、
満
腔
の
想
ひ
を
吐
露
し
た
ろ
第
四
蟻
を
最
終
艶
と
し
て
霞
刺
す
。
忽

ち
新
嘲
紙
法
違
反
に
よ
っ
て
起
離
さ
れ
、
久
板
は
五
ケ
月
、
倭
は
十
ケ
月
の
禁
錮
空
目
渡
さ
れ
て
・
東
京
監
轍

に
十
月
入
揺
す
。

大
窟
八
年
（
二
十
七
歳
）
　
八
月
五
日
間
献
。
大
杉
失
費
、
近
願
誓
一
、
中
村
没
二
、
延
島
英
一
、
久
板
卯
シ

肋
等
と
共
に
本
箱
駒
込
聴
町
に
労
働
逓
勘
紅
を
起
し
、
十
月
『
舞
働
連
動
』
第
一
報
を
袈
刊
す
。
係
、
大
阪
に

下
り
て
大
坂
輔
憤
怒
綱
町
に
弊
倒
運
動
紀
要
厨
を
設
く
。
十
二
月
、
大
杉
入
獄
。

大
通
九
年
（
二
十
八
嬢
）
　
徳
月
、
嫌
能
穎
晦
の
錠
め
東
京
大
阪
樹
を
筏
復
す
。
二
月
大
杉
出
獄
。
四
月
よ
り

「
労
働
運
動
』
に
聞
西
股
を
設
く
。
六
月
塵
刊
。

僕
、
活
大
阪
に
止
ま
っ
て
運
動
な
し
、
衣
食
の
錠
め
に
輯
び
伸
夫
と
な
る
。
八
月
末
日
、
突
如
と
し
て
強
見

合
立
付
治
郎
姫
路
よ
り
支
局
を
訪
ふ
。
白
く
「
長
年
汝
の
行
衝
知
れ
わ
は
踊
親
の
心
痛
一
方
な
ら
ず
、
今
老
襲



し
て
姫
路
の
阪
本
の
離
家
に
あ
り
。
父
の
飴
命
な
く
、
且
つ
親
族
一
同
に
て
汝
に
談
合
も
あ
れ
ば
、
今
よ
り
粟

－
こ
姫
路
に
来
れ
」
と
。
即
ち
、
伴
ほ
れ
て
姫
路
に
至
る
。

父
母
と
の
野
面
は
六
年
振
り
也
。
俵
、
た
だ
頭
を
下
げ
て
一
言
も
な
し
o
父
を
見
ろ
に
老
ひ
呆
け
て
小
党
の

如
し
。
涙
下
ろ
。
翌
日
親
戚
の
護
れ
彼
れ
相
集
0
、
度
を
囲
ん
で
冨
ふ
。
「
我
々
は
決
し
て
汝
を
責
め
ず
、
幼
な

か
り
し
汝
一
入
に
庇
の
二
人
を
背
負
は
や
し
我
々
（
母
の
子
供
等
に
て
候
の
強
風
に
篭
る
）
に
も
罪
あ
り
。
勿
論

今
後
と
も
我
等
に
て
庇
の
二
人
は
荻
は
ん
な
れ
ど
、
汝
も
比
の
地
に
括
り
、
兄
弟
親
族
、
共
に
伸
よ
く
欒
し
く

暮
さ
ず
や
、
汝
の
生
酒
は
如
何
擬
に
も
相
談
せ
ん
」
と
。
侠
客
へ
て
去
ふ
。
「
候
の
不
孝
の
大
罪
は
寵
ぶ
る
に

言
葉
な
く
、
諸
子
の
親
切
温
指
は
厚
く
澄
る
1
ば
か
り
也
。
然
し
、
融
合
主
義
は
候
の
生
命
也
。
之
を
捨
て
て

何
ん
の
生
甲
斐
お
ら
ん
や
。
諸
子
の
厚
意
と
思
く
る
は
心
痛
き
限
り
な
れ
と
も
、
庇
の
上
は
両
親
を
伴
ふ
て
上

意
せ
ん
の
み
」
と
。
共
の
夜
、
近
く
に
住
む
今
立
に
行
き
て
麓
わ
し
が
、
義
姉
し
げ
泣
い
て
云
ふ
や
う
、
「
父
が

気
の
産
な
れ
ば
是
非
競
っ
て
く
れ
、
母
一
人
な
れ
ば
親
戚
は
皆
な
母
を
琵
ふ
べ
き
琵
務
あ
る
看
の
み
故
、
汲
居

ず
と
も
よ
し
。
さ
れ
ど
、
父
の
身
詩
は
薫
く
此
塵
に
は
な
く
、
阪
本
に
て
彼
の
如
く
誌
は
ろ
ろ
ば
如
何
ば
か
り

か
悲
し
か
り
な
ん
。
且
つ
、
あ
れ
に
で
は
阪
本
に
義
子
と
な
り
居
る
弟
筏
駿
が
可
衷
捕
也
」
と
。
俵
、
や
や
暫

く
致
し
て
、
涙
を
護
れ
て
屈
し
が
、
「
許
せ
よ
、
皆
な
候
の
な
せ
る
罪
也
。
誠
に
父
は
気
の
擾
な
り
。
錠
、
親
戚

達
の
親
切
港
の
言
に
は
少
し
も
心
動
か
さ
れ
ず
。
彼
等
が
儲
け
心
に
含
ま
る
る
世
間
的
な
飾
り
気
の
分
子
の

多
く
を
透
憩
す
る
に
難
か
ら
ざ
れ
は
也
。
し
か
し
、
父
の
老
ひ
ほ
う
け
た
る
石
鹸
、
あ
の
、
た
だ
小
鬼
の
如
く

ー
＝
く
と
醇
し
げ
な
る
態
や
、
阪
本
の
夫
甥
に
劃
し
て
君
主
に
封
す
る
が
如
き
麟
憩
さ
を
見
せ
ら
れ
し
時
に

血
涙
溢
れ
て
眼
も
く
る
る
思
ひ
を
な
し
た
り
。
あ
れ
を
毎
日
眼
前
に
見
つ
つ
あ
る
墳
女
や
筏
撥
は
、
さ
ぞ
か
し

心
つ
ら
か
ろ
べ
し
・
…
…
…
あ
ゝ
、
侯
、
配
合
主
謹
運
動
を
捨
て
て
、
一
時
姫
路
に
騰
り
勘
か
ん
。
父
母
に
侍
さ

ん
。
姉
よ
、
僕
心
を
決
し
た
り
。
さ
れ
ど
、
父
を
見
違
り
し
後
は
宿
ち
に
去
っ
て
光
に
還
る
べ
L
L
と
。

か
く
て
候
は
、
整
容
そ
の
旨
を
親
戚
の
人
々
に
詰
り
、
－
且
大
阪
に
語
り
て
凡
て
を
取
り
片
附
け
、
且
つ
大

杉
の
許
に
は
長
文
の
手
紙
を
出
し
て
一
時
運
動
よ
り
身
を
退
く
節
を
述
べ
、
四
日
後
に
姫
路
に
勝
り
た
り
。

先
づ
、
今
立
の
兄
に
相
談
し
て
、
老
親
を
阪
本
か
ら
英
の
貧
家
に
引
取
り
来
る
。
親
日
、
老
父
は
心
鮨
し
け

れ
ば
と
で
孫
に
遜
れ
ら
れ
て
甜
請
で
せ
し
が
、
罵
り
来
る
時
、
長
匿
の
路
次
に
て
足
を
と
ら
れ
打
伏
す
。
然
る

に
、
そ
れ
よ
り
足
腰
克
た
ず
な
り
で
病
駐
と
な
り
、
七
日
目
に
は
早
や
眠
る
が
如
く
息
繕
え
た
り
。
談
式
な
ど

萬
輔
終
り
て
後
、
母
を
今
立
に
俵
鎖
し
て
楠
州
鎌
倉
な
る
大
杉
の
家
に
向
つ
て
急
行
す
。
時
、
九
月
下
旬
。
．

十
月
中
旬
、
大
杉
支
那
よ
り
跨
る
。
（
旅
行
約
一
ケ
月
隼
）
十
二
月
初
旬
、
癒
合
善
哉
同
盟
の
第
一
同
大
会
を

o
O

大
垣
十
年
（
二
十
九
践
）
一
月
、
前
田
北
甲
賀
町
駿
整
倶
欒
都
内
に
労
働
運
動
証
を
設
け
、
週
刊
『
労
働
連

動
」
を
霞
行
す
。
同
人
は
、
葡
同
人
の
他
に
、
近
総
菜
蔵
、
高
津
正
道
、
竹
内
一
郎
、
寺
田
鼎
な
ど
加
は
る
。

五
月
中
頃
、
大
杉
の
命
を
受
け
て
近
陽
架
蔵
上
海
に
使
や
し
が
、
六
月
、
下
問
に
て
拍
ほ
ろ
。
そ
れ
に
閲
稲
や

る
ボ
ル
セ
キ
キ
等
の
僕
等
に
勤
す
る
折
箱
陰
謀
陳
麗
し
、
週
刊
『
労
働
連
動
』
は
六
月
を
域
で
煙
硝
す
。

七
月
下
旬
、
蹴
鞠
に
て
西
部
亀
鱒
旅
行
の
途
に
上
る
。
宿
題
、
琉
球
に
至
旦
二
週
間
ほ
ど
潜
在
、
そ
れ
よ
り

九
州
一
個
、
四
囲
、
中
国
を
経
て
、
九
月
中
旬
締
高
。
近
蟻
憩
二
と
英
に
建
坪
元
囲
相
克
融
合
重
義
同
駆
本
部

の
二
脂
に
任
し
、
労
働
運
動
紅
の
再
製
を
準
備
す
。

大
証
十
－
葦
（
三
十
場
）
　
本
郷
駒
込
片
町
，
玉
に
勢
働
運
動
紐
を
設
け
、
一
月
よ
り
月
刊
『
労
働
運
動
』
を

強
行
す
。
同
人
は
、
大
杉
英
誌
、
近
藤
態
≒
村
木
源
次
郎
、
及
び
僕
と
の
五
人
也
。
大
杉
夫
妻
は
逗
子
よ
り

通
ふ
。
一
九
月
、
心
中
壁
か
面
白
か
ら
ざ
る
蔀
あ
り
、
餌
つ
例
の
刑
姪
義
務
的
の
稜
作
も
伴
ひ
て
、
暫
時
純
忠
に

逃
避
を
決
し
、
同
志
に
は
無
輔
に
て
突
如
姫
路
に
囁
る
。
琵
郷
後
、
今
立
に
請
塙
し
て
慕
米
穀
取
引
厨
仲
買
人

の
態
超
に
動
－
U
。
六
月
、
村
木
漁
家
郎
、
大
杉
の
優
と
し
て
乗
り
、
頻
り
に
壁
尿
を
迫
る
。
六
月
末
日
蹄
蒸
し

寵
び
労
働
運
動
紐
に
技
で
。
大
杉
失
費
、
亦
逗
子
を
引
揚
げ
乗
り
で
共
に
生
活
す
。

十
月
、
大
阪
に
開
か
れ
し
、
金
閣
労
働
組
合
線
噺
合
協
鱗
合
に
出
席
す
。
そ
の
ま
ゝ
大
阪
に
止
り
、
南
国
天

王
寺
公
開
前
に
螢
働
運
動
胱
支
局
を
設
く
。
十
二
月
、
大
杉
、
晴
男
ア
ナ
キ
ス
ト
大
禽
出
席
の
た
め
フ
ラ
ン
ス

に
渡
る
。

大
擾
十
二
年
（
三
十
一
歳
）
一
月
、
労
働
運
動
縞
輯
士
の
容
に
就
き
蔑
見
（
殊
に
伊
態
野
技
常
と
J
合
は
ず
、

且
つ
病
身
に
で
も
為
り
た
れ
は
、
二
月
叔
捻
、
那
須
源
泉
に
至
り
江
口
渡
宕
は
た
よ
る
。
五
月
質
点
。
温
泉
ほ

て
生
れ
て
初
め
て
の
態
女
を
得
、
諾
京
後
、
彼
女
の
近
く
（
浅
草
千
東
町
）
に
二
階
を
借
り
て
住
み
、
労
働
運
動

証
と
離
れ
て
雑
文
な
ど
替
き
て
生
活
す
。

七
月
、
大
杉
蹄
園
、
村
木
瀬
次
郎
、
鋲
を
浅
草
に
呼
び
に
衆
ろ
．
大
杉
と
僕
と
綬
鞍
刺
せ
L
後
、
僕
「
掃
し

ば
ら
く
連
動
を
止
め
て
居
た
L
L
と
曾
ふ
。
大
杉
」
さ
ら
だ
。
し
ば
ら
く
遊
ぶ
が
い
ゝ
」
と
で
、
遊
ん
で
ゐ
ろ

間
の
生
活
費
を
支
給
せ
ん
と
い
ふ
。
俵
、
笑
っ
て
こ
れ
を
重
く
。

八
月
中
旬
、
俵
、
膀
胱
カ
タ
ル
を
病
み
、
按
臥
す
。
村
木
来
っ
て
「
瀧
に
は
君
の
機
ひ
な
野
猿
岩
は
居
ぬ
。

恋
っ
て
嬢
よ
、
君
鶉
せ
ん
」
と
言
ふ
。
八
月
二
十
四
日
、
村
木
に
伴
ほ
れ
て
努
働
運
動
紅
に
行
き
病
臥
す
。

九
月
一
日
地
震
、
鮮
人
、
離
合
主
義
者
、
並
び
に
大
杉
夫
萎
宗
一
君
な
ど
虐
殺
さ
る
。
僕
の
色
女
は
此
晦
よ

り
行
衝
不
明
と
な
る
。
後
、
郷
里
に
館
谷
し
居
り
し
こ
と
期
間
。
整
十
三
年
五
月
頃
、
椿
恵
に
て
病
死
や
し
と

聞
く
o

大
道
十
三
年
（
三
十
二
歳
）
　
九
月
一
日
、
騒
田
推
太
郎
を
狙
辞
し
て
果
さ
ず
。
紺
は
る
。

大
正
十
三
年
十
－
月
一
一
百
手
配
i
　
∴
÷
∴
臥
笹
島
刑
務
所
∴
∴
和
　
田
　
久
　
太
　
郎



大
塁
十
回
審
（
三
十
三
歳
）
　
五
月
二
十
一
日
よ
り
東
京
地
方
裁
期
成
に
於
で
、
晒
国
雄
太
郎
暗
殺
宋
露
観
伴

の
公
刺
開
始
さ
る
。
裁
剃
長
は
宇
壁
要
一
蔀
、
検
事
は
黒
川
渉
に
し
て
、
篤
陸
士
は
山
崎
今
朝
調
、
布
施
辰
治

等
の
諸
氏
な
り
き
。
陰
部
の
求
刑
は
死
刑
な
O
L
が
、
九
月
十
日
、
無
期
懲
役
の
刺
決
言
媛
し
あ
り
、
控
訴
せ

ず
服
役
す
。
九
月
十
九
日
、
市
ヶ
谷
の
未
決
藍
よ
り
秋
田
刑
務
所
に
移
さ
る
。

昭
和
こ
年
（
三
十
五
賎
）
　
市
ヶ
谷
刑
務
厨
で
書
い
た
随
蟹
、
曹
節
、
短
歌
、
俳
句
等
を
覚
め
、
『
獄
窓
か
ら
管

と
嬉
し
、
労
働
運
動
漣
よ
り
出
版
さ
る
。

田
聖
－
左
で
（
三
十
六
桟
）
　
二
月
二
十
日
、
「
も
ろ
も
ろ
の
網
み
も
沿
ゆ
る
雪
の
凪
」
の
醗
世
を
過
し
て
秋
田
刑

務
所
の
藍
屋
で
態
苑
す
。
二
十
二
日
、
望
月
桂
、
近
臨
聾
一
、
秋
田
に
赴
き
．
邁
接
を
茶
毘
に
附
し
て
甥
へ
語

る
。
三
月
二
十
－
日
、
前
田
扱
本
章
に
舞
駒
運
動
紅
主
催
の
告
別
追
悼
会
を
開
催
や
し
が
、
反
動
圏
瞳
と
官
憲

の
た
め
に
躁
輔
さ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
絹
智
迫
記
）



縞
∴
瞭
　
後
　
記

本
書
の
前
籍
「
獄
忠
か
ら
」
は
、
嘗
つ
て
和
田
発
が
慰
田
稚
太
郎
暗
殺
未
遽
導
伴
の
被
偽
と
し
て
市
ヶ
谷
刑

務
所
に
収
監
さ
れ
て
る
差
時
に
番
い
吾
↓
の
で
、
昭
利
二
年
三
月
、
労
働
連
動
紅
か
ら
出
版
し
差
も
の
塊
鎧
で

め
る
。
そ
し
て
．
後
籍
の
『
孤
囚
漫
筆
』
は
、
毅
明
ず
る
ま
で
‘
な
く
、
無
期
懲
役
囚
と
し
て
秋
田
へ
行
っ
て

か
ら
の
も
の
で
、
そ
れ
に
『
略
歴
』
を
加
へ
て
一
柳
に
艶
め
実
の
で
あ
る
．

拠
っ
て
『
前
結
合
に
、
大
差
い
和
田
君
の
希
望
に
親
い
て
領
階
し
な
の
で
あ
っ
吾
が
、
「
後
篇
』
は
全
く
締
着

の
同
断
で
皮
捨
し
辛
。

し
か
し
僕
は
、
本
書
に
於
て
、
久
太
と
い
ふ
多
角
的
な
人
間
の
各
方
面
ね
、
可
な
り
充
分
に
貌
I
t
L
得
主
と

信
じ
て
ゐ
8
。
疎
に
僕
に
、
本
巷
に
攻
め
だ
書
簡
が
、
最
も
鹿
骨
に
久
末
そ
の
も
の
を
投
げ
出
し
て
ゐ
る
と
思

ふ
。
望
月
扇
子
さ
ん
に
苑
て
れ
し
ん
み
り
と
し
辛
も
の
、
同
志
－
こ
宛
て
差
運
動
上
の
見
解
と
気
組
、
そ
れ
か
ら

請
次
、
皮
肉
、
輿
太
、
7
、
7
タ
ン
と
鼻
先
さ
で
笑
っ
た
と
こ
ろ
．
何
れ
も
久
末
の
一
両
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の

稼
合
が
、
久
太
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

涼
だ
、
秋
田
へ
行
っ
て
か
ら
は
、
書
簡
に
鳥
ら
れ
る
や
う
に
、
賎
し
い
制
限
が
め
つ
上
の
で
、
肛
命
問
題
に

田
子
る
も
の
に
始
ん
ど
全
く
善
か
れ
て
る
な
い
。
そ
の
代
り
、
裁
く
る
こ
と
の
な
い
思
ひ
出
に
耽
つ
在
り
、
一

本
の
雑
尊
に
も
曾
ひ
知
れ
ぬ
戦
旗
を
感
じ
た
り
、
自
分
の
心
も
ず
つ
と
見
臨
め
生
り
す
る
臓
か
五
万
両
に
、
市

ヶ
谷
晴
代
は
境
し
て
、
よ
り
顎
く
描
か
れ
て
め
る
で
は
な
い
か
。

僕
惟
今
本
籍
の
挽
遣
わ
急
ぎ
つ
＼
幾
慶
び
か
筆
を
止
め
て
、
亡
き
同
志
の
あ
り
L
H
を
思
ひ
浮
べ
亨
、

と
で
め
つ
ー
膏
或
る
時
は
穫
笑
み
を
以
て
、
或
る
陪
臣
全
身
の
血
の
逆
流
す
る
の
奄
感
じ
な
が
ら
。

油
田
舞
の
拝
復
晩
生
ヶ
年
牛
を
超
過
し
れ
今
日
、
や
う
で
く
本
蜜
を
出
陳
す
る
・
…
好
餌
襟
で
、
兎
も
角

も
一
鶴
の
安
諌
め
鹿
た
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
：
、
の
久
L
a
に
亘
っ
て
本
書
を
完
成
し
特
攻
か
つ
謹

慎
の
怠
慢
を
、
同
志
諸
君
、
及
び
和
田
君
に
親
し
み
を
持
っ
て
あ
て
下
さ
る
多
く
の
人
達
に
封
し
．
織
部
に
‘

む
確
び
し
て
登
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

－
九
一
－
一
〇
年
八
臓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遊
　
廓
∴
－
恵
　
三


